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概要及び時系列

概要

2018年8月16日、多核種除去設備（既設ALPS）吸着塔３Ｃにて吸着材の排出作業を実施。

時系列

【８月16日】

１０：２７ 「既設ALPS Ｃ系 吸着塔スキッド漏えい検知器」動作（ALPS C系は循環待機中）

１０：４３ 現場にて漏えいを確認した（堰内：１ｍ×１ｍ×１ｃｍ）
漏えいの原因が、吸着塔からの溢水であり、原因となった水張り弁を
閉めて溢水は停止

事象説明

吸着材の排出のため、当日3回、吸着塔上部に水張り監視員、下部に水張り用バルブ操作者に分かれ
無線機を使用しながら吸着塔水張りを実施していた。

3回目の水張りの際、水張り監視員が下部バルブ操作者に無線機でバルブ全閉を指示し、全
閉操作を行ったが、吸着塔上部の点検口から溢水してしまった。

水たまりは多核種除去設備建屋の堰内に留まっており、建屋外への流出はない。

水の放射能度：Cs-134 検出限界値未満（検出限界値8.4 Bq/L)
Cs-137 26 Bq/L
全β 20,000 Bq/L
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漏えい箇所

吸着塔3Ｃ

C系列

漏えい箇所

Ａ

漏えい箇所

吸着塔3Ｃ
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吸着材

吸着塔（3C）上部 点検口から溢水の概要
水張り 溢水

② 全閉操作を行ったが、
点検口から溢水が発生した。

① 吸着塔の水張り作業

吸着塔（3C）溢水の概要

漏えいの状況

漏えいの状況 吸着塔3C 点検口

点検口（開口）

吸着塔

水



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

回数 作業内容 作業図

１回目

・元請担当者Ａと元請担当者Ｃがトランシーバーで連絡を取合い
水張り作業を実施した。

・元請担当者Ｂが水張りを監視・連絡し、元請担当者Ａが、弁
操作を指示し、元請担当者Ｃが弁操作を実施した。

2回目

・協力作業員Ｄ・Ｅが吸着塔上部に合流。
・作業場所が養生ハウスだったため、水張り監視を元請担当者Ｂ

は、協力作業員Ｄと交代した。
・元請担当者Ｂが、弁操作を実施した。
・協力作業員Ｄの連絡により、元請担当者Ａが元請担当者Ｂに

弁操作を指示した。

3回目

・次の班へ引継ぎのため、エリア片付けを実施した。
・元請担当者Ａは、協力作業員Ｄに水位監視の指示をしないまま、

片付作業を全員（Ａ・Ｄ・Ｅ）で実施した。
・弁操作者である元請担当者Ｂに対し、弁「閉」の指示が遅れ、

吸着塔上部点検口から溢水した。

4

原因

元請担当者と協力作業員が水張り監視を行っており、役割分担が明確になっていなかった。

３回目の水張り時、元請担当者は協力作業員に水張り監視の指示をせず、片付け作業を実施していたこと
により、元請担当者の弁操作者に弁「閉」の指示が遅れた。

原因

水張り監視員

弁操作者

片付け作業

Ａ Ｂ

Ｃ

元請担当者 協力作業員

水張り監視員

Ａ Ｄ Ｅ

Ｂ

水張り監視員

Ａ Ｄ Ｅ

Ｂ

弁操作者

弁操作者

養生ハウス

養生ハウス

養生ハウス

無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 5

対策

対策

作業前に、体制と役割分担を明確にすること。

水張り作業とエリア片付け作業による同時並行作業は行わないこと。

水張り水位の管理目標値を明確にすること。


